
第２６７０地区
徳島第２分区 脇町ロータリークラブ

2025年 9⽉ 18⽇（⽊）
第11回例会 Ｎｏ.2946

会員総数:38名 出席⼈数:21名 修正出席者:38名 修正出席率:100%

  須藤会⻑
◎会⻑挨拶

脇町ロータリークラブ

◎メークアップ
9⽉5⽇ 阿波徳島RC例会︓遠藤会員・河合会員・⼭本会員
9⽉6⽇ クラブ活性化セミナー︓須藤会⻑・遠藤会員・鉄野会員・細川会員
9⽉12⽇ 御所RC例会︓遠藤会員・南会員・北川会員
9⽉13⽇ ⽶⼭協議会︓遠藤会員・須藤会⻑・古川会員・藤原武志会員
9⽉16⽇ 鴨島RC例会︓遠藤会員・⼩笠会員・⻄村会員

9⽉１３⽇徳島グランヴィリオホテルにおいて徳島第1・第2分区 ⽶⼭協議会に藤原
カウンセラーと古川⽶⼭記念奨学会委員⻑とティンくんで参加してまいりました。
もちろん遠藤ガバナー補佐もおいでました。
協議会では⽶⼭奨学生7名の皆さんによるスピーチを聞かせていただき、大変感銘を
受けました。それぞれの皆さんが、⽇本での学びや生活を通じて感じたこと、将来
の夢、そして国際的な視野を持って社会に貢献したいという熱い思いを、しっかり
と伝えてくださったことに心から敬意を表します。⽇本語でのスピーチということ
で、ご準備も大変だったかと思いますが、それぞれの⾔葉に真心がこもっており、
私たちにとっても大きな励みとなりました。⽶⼭記念奨学会の⽀援が、このように
国際的な人材の育成につながっていることを改めて実感いたしました。
奨学生の皆さんの未来に大きな可能性を感じるとともに、これからのご活躍を心よ
り応援したいと思いました。
またティンくんにおいては前回脇町ロータリーで聞かせてもらいましたがお話が
バージョンアップしてまして原稿なしで素晴らしいスピーチでした。だから五つの
クラブからぜひ卓話にきて欲しいと要望がありました。
大人気でした︕お世話クラブとして大変嬉しいきょうぎかいでした。
本⽇も有意義な例会となりますようよろしくお願いいたします。



細川幹事

到着週報

到着書類

報告事項

連絡事項

卓話
河合会員

鴨島RC 洲本RC 阿波池田RC 美馬RC

9/25 2クラブ合同ガバナー公式訪問
※美馬RCと統一し、クールビス(ノーネクタイ、ジャケット着用）に訂正します
例会終了後に参加者全員でガバナーと記念写真撮影を⾏います

◎幹事報告

◎プログラム

10/9 美馬市福祉大会参加者募集 締切 9/25
新人会員候補者のご紹介 (株)アリエス 三谷様

9⽉14⽇に⾏われた5クラブ親善ゴルフ大会の成績発表をさせていただきます。
5クラブ親善ゴルフ大会
団体賞 2位 脇町RC
（⼩笠会員・須藤会⻑・岡本会員・河合会員・藤原武志会員）
個人賞
準優勝︓藤原武志会員 4位︓須藤会⻑ 12位︓⼩笠会員 19位︓岡本会員
20位︓河合会員 32位︓南会員
ドラコン賞
（南会員・須藤会⻑・岡本会員）
ベストグロス賞
藤原武志会員
・10/12 阿波池田RC主催の5クラブ親善ゴルフ大会
・11/9   阿波池田RC主催の県下RC親善ゴルフ大会
あああああ参加される方はよろしくお願いいたします。

皆様こんにちは。「暑さ寒さも彼岸まで」と申しますが、ようやく最高気温も下が
り、過ごしやすい季節となってまいりました。明後⽇20⽇には秋のお彼岸の入りを
迎え、23⽇が秋分の⽇、26⽇が彼岸明けとなります。お彼岸は春と秋の年2回あ
り、それぞれ春分の⽇、秋分の⽇を中⽇として7⽇間続きます。この時期は「あの世
とこの世の距離が最も短くなる」と⾔われ、ご先祖様に感謝を捧げる大切な期間で
ございます。お彼岸にはお墓参りをされる方も多いかと思いますが、よくご質問い
ただくのが「お墓の角や窪んだ部分の⿊い汚れは何か、どう取れば良いか」という
ことです。この⿊い汚れの正体は⽔垢でございます。⾬⽔が窪んだ部分に溜まり、
埃や汚れと混じって固着したものです。除去方法としては、カッターの刃の腹の部
分を使って石材に沿って擦る方法が効果的です。DIY店で販売されているカッター用
のスクレーパーを使えば、より作業しやすくなります。専門業者に依頼するより費
用を抑えて、ご自身で対応可能です。お墓の清掃には注意点がございます。



2025年 9⽉ 25⽇（⽊） 12︓30 〜  清⽉屋敷

ガバナー訪問・2クラブ合同

☆次の会員は例会⽋席でした。
   ⾜谷会員・⼩笠会員・⼩野会員・加島会員・兼⻄会員・上柿会員・⽊下会員・佐藤直樹会員
   白川会員・武田会員・橋本会員・秦会員・藤原武志会員・細川会員・南会員・吉野会員
 河野会員

☆次回例会の出⽋を 佐藤直樹出席委員⻑まで連絡してください。

◎次回プログラム

◎次回例会

◎ニコニコボックス
遠藤会員 六⾞会員

清掃用具については、磨かれた光沢部分にタワシや⾦ブラシを使うと傷がつきます
ので、柔らかいタオルをお使いください。洗剤については、中性洗剤なら問題あり
ませんが、アルカリ性や酸性の洗剤は石材を傷める恐れがあります。⽔分処理も需
要で、清掃後は乾いたタオルで⽔分をしっかり拭き取ってください。これにより新
たな⽔垢の発生を防げます。お供え物は必ずお持ち帰りください。果汁などの酸性
成分がお墓に付着すると石材を傷める原因となります。「お墓の寿命はどのくらい
か」というご質問もよく受けます。現在主流の花崗岩であれば、酸性⾬や気候変動
の影響を考慮しても100年以上は確実に持ちます。皆様が生きている間は心配ござい
ません。一方、昔使われていた砂岩系の柔らかい石材は50〜60年程度で表⾯から風
化が始まります。これは石材内の⽔分が冬季に凍結し、表⾯を徐々に風化させるた
めです。最後に、現在のお墓業界の状況についてお話します。近年「墓じまい」
「永代供養」という⾔葉をよく⽿にするようになりました。当地域でも新たにお墓
を建てる方は非常に少なくなり、むしろ墓じまいを選択される方が増えておりま
す。その背景には以下のような事情があります。「⼦供たちが故郷を離れ、他地域
で生活している」「現在はお墓参りに帰ってきてくれるが、将来は分からない」
「⼦供たちに負担をかけたくない」このような理由から、墓じまいを選択される方
が急増しております。人口減少に伴い、お寺の檀家数も減少しており、業界全体が
厳しい状況に直⾯しているのが現実です。昔は正⽉、お盆、春秋の彼岸に向けてお
墓を建てる方が多かったのですが、時代の変化とともに、お墓に対する考え方も大
きく変わってきております。これが現在の石材・お墓業界の現状でございます。お
墓に関するご相談がございましたら、いつでもお気軽にお声がけください。本⽇は
貴重なお時間をいただき、ありがとうございました。


